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平武彦の 2期説、韓国側では金元龍の 2期説、鄭良謨の 3期説、姜敬淑の 4
期説などがある。昨今の研究調査の結果、3期説が次第に有力になりつつある。
このような全体的な大きな流れの中で、茶の湯で取り立てられたいわゆる高麗
茶碗は 16世紀から 18世紀以前までに作られたものであり、井戸茶碗は 16世
紀に作られたことも次第に明らかになりつつある。ただし、調査資料が極めて
乏しい韓国において、古窯地は明らかになりつつあるが、井戸茶碗の陶片はま
だ発見されていない。今後の考古学的調査結果が期待されるところである。
また、白磁といっても、実際には枇杷色もあれば、アイボリーもあり、青も
あれば、黄色もあり、色彩一つをとっても多種多様である。これら全部を包括
して呼称しようとしても、その指し示す対象は非常に広範囲であり、造形的に
も自由な創造性と魅力に富んでいる。
昨今、マルセル値を使って表記するなど、近似色を釉の発色や胎土の色
調の記載に使用している。科学的に色彩を捉えようとしているが、例えば、
10Y6/2と 7.5Y6/2 の違いは何かと言えば、オリーブ灰色と灰オリーブ色の違
いということになり、人間の色彩感覚とは少し距離がある。このような実態の
本質・意味・特徴に対する究明はまだ充分になされていないように思う。今後
の研究成果に期待したい。
